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▼
内　
容

夏
休
み
の
日
誌
の
宿
題（
習
字
）

▼
対　
象

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

▼
募
集
人
数　
15
名

▼
持
ち
物　
習
字
道
具
・
筆
記
用
具
・

習
字
紙
・
新
聞
紙

▼
受
講
料　
１
，０
０
０
円（
２
日
間
）

１
日
の
み
の
参
加
で
も
１
，
０
０
０

円
を
頂
き
ま
す
。

▼
申
込
み　
先
着
順

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

弥
富
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
65

−

５
５
１
５

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

　

親
子
で
下
水
処
理
場（
浄
化
セ
ン

タ
ー
）を
見
学
し
、
下
水
道
の
仕
組
み

を
学
び
ま
せ
ん
か
？

▼
と　
き　
７
月
29
日（
火
）

午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

日
光
川
下
流
浄
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
定　
員　
各
30
名

（
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
と
な
り
ま
す
。）

▼
内　
容

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、
顕
微
鏡
観

察
、
下
水
道
実
験

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
先

津
島
市
上
下
水
道
部
管
理
課
内
尾
張

水
道
連
絡
協
議
会
事
務
局

津
島
市
立
込
町
二
丁
目
21
番
地

〒
４
９
６

−

８
６
８
６

▼
問
い
合
わ
せ
先

津
島
市
上
下
水
道
部
管
理
課

☎
24

−

１
１
１
１

担
当
者　
鈴
木

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

国
内
に
は
、
約
５
万
９
千
人（
平
成

26
年
１
月
1
日
現
在
、
法
務
省
統
計
）

の
不
法
残
留
者
が
い
る
と
い
わ
れ
、
そ

の
大
半
は
不
法
に
就
労
し
、
か
つ
凶
悪

犯
罪
や
薬
物
犯
罪
等
の
悪
質
で
組
織
的

な
犯
罪
に
関
与
す
る
割
合
も
多
く
、
我

が
国
の
治
安
対
策
上
重
要
な
課
題
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
こ
れ
ら
の
不
法
滞
在
者

の
取
り
締
ま
り
を
推
進
し
、「
安
心
」し

て
暮
ら
せ
る「
安
全
」な
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
情
報
提
供
等
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
愛
知
県
蟹
江
警
察
署

　
☎（
０
５
６
７
）95

−

０
１
１
０

募
集
し
ま
す

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
・
基
礎
）

受
講
生
募
集

　
こ
れ
ま
で
、
手
話
を
学
ん
だ
こ
と
が

な
い
、
簡
単
な
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介

な
ど
手
話
の
基
礎
知
識
を
学
び
た
い
と

お
考
え
の
方
向
け
に
、
手
話
奉
仕
員
の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
、

継
続
し
て
受
講
で
き
る
方

▼
と　
き

８
月
～
平
成
27
年
３
月
の
間
で
、

週
１
～
２
回（
主
に
土
曜
日
の
午

後
）、
計
86
時
間
受
講
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定　
員　
８
名（
先
着
順
）

▼
講　
師

愛
知
県
聴
覚
障
害
者
協
会
会
員

▼
受
講
料

無
料（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

に
係
る
実
費
に
つ
い
て
は
、
受
講
者

に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

▼
申
込
期
限　
７
月
23
日（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課（
内
線
1
６
３
）

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合

職
員
募
集

　
平
成
26
年
度
海
部
地
区
環
境
事
務
組

合
職
員
採
用
試
験（
平
成
27
年
度
採
用
）

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種

事
務
職
、
技
術
職（
機
械
）、
技
術
職

（
電
気
）、
技
術
職（
環
境
分
析
）

受
験
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、
７
月

１
日（
火
）か
ら
配
付
す
る
試
験
要
領

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日

技
術
職
：
８
月
３
日（
日
）

事
務
職
：
８
月
10
日（
日
）

▼
試
験
要
項
・
申
込
書
の
配
付

７
月
１
日（
火
）か
ら
海
部
地
区
環
境

事
務
組
合
総
務
課
で
配
付
し
ま
す
。

な
お
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.atkankyo.or.jp

）

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間

７
月
１
日（
火
）～
18
日（
金
）（
必
着
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先

津
島
市
新
開
町
二
丁
目
２
１
２
番
地

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合　
総
務
課

☎
28

−

３
８
１
０

第
10
回
地
域
医
療
と
健
康
生
活
を

守
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
み
ん
な
で
取
り
組
む
地
域
医
療
づ
く
り
―

　
海
部
地
域
の
医
療
を
守
り
育
て
て
い

く
た
め
に
、
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で

き
る
か
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
参
加
無
料
で
、
申
し
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
と　
き　
７
月
13
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ

大
治
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▼
内　
容

講
演「
超
高
齢
社
会
に
必
要
な
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

片
山　
壽
氏

（
片
山
医
院
長
、前
尾
道
市
医
師
会
長
）

▼
主　
催　
海
部
地
域
の
医
療
と
健
康

を
推
進
す
る
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
海
南
病
院
地
域
連

携
室　
☎
65

−

２
５
１
１

あ
ま
市
民
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎（
０
５
２
）４
４
４

−

０
０
５
０

津
島
市
民
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
28

−

５
１
５
１

家
族
で
参
加
す
る
森
林
保
全
体
験

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　
小
学
生
の
高
学
年
お
よ
び
そ
の
家
族

を
対
象
と
し
て
、
水
源
地
な
ど
で
の
森

林
保
護
や
水
道
施
設
見
学
な
ど
の
体
験

活
動
を
通
し
て
、「
水
道
」に
つ
い
て
関

▼
受
付
期
間　
７
月
１
日（
火
）～
25
日

（
金
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
そ
の
他

動
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴
、
タ
オ

ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

日
光
川
下
流
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
68

−

６
１
６
２

救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
夏
に
な
る
と
、
川
・
海
・
プ
ー
ル
に

出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
例

年
、
水
の
事
故
に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
は
、
救
急

車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
適
切

な
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
講
習
会
で
適
切
な
知
識
と
技
術

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
３
時
間
コ
ー
ス
）

▼
と　
き　
７
月
27
日（
日
）

午
前
９
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ

海
部
南
部
消
防
組
合
消
防
署

▼
内　
容

成
人
を
対
象
に
し
た
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
止
血
法

▼
定　
員　
32
名

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

海
部
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
消
防
課

☎
52

−

３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
52

−

３
１
１
４

心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
同
時

に
、
水
源
で
あ
る
木
曽
三
川
の
上
下
流

交
流
を
促
進
す
る
た
め
に「
家
族
で
参

加
す
る
森
林
保
全
体
験
ツ
ア
ー
」
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

▼
内　

容　

根
の
上
高
原（
岐
阜
県
中

津
川
市
）で
の
間
伐
体
験
、
森
の
工

作
体
験
お
よ
び
自
由
散
策

▼
と　
き　
８
月
８
日（
金
）

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
お
よ
び
時
間

名
古
屋
文
理
大
学
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
午
前
８
時
30
分
出
発
）ま
た
は
小
牧

勤
労
セ
ン
タ
ー（
午
前
９
時
出
発
）

※
希
望
す
る
場
所
で
の
集
合
と
し
、

大
型
バ
ス
で
の
移
動
。
解
散
は
午
後

５
時
30
分
頃（
各
集
合
場
所
）を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生（
４
～

６
年
生
）と
そ
の
家
族（
た
だ
し
、
ツ

ア
ー
上
、
小
学
校
４
年
生
未
満
の
児

童
の
参
加
は
不
可
と
し
ま
す
。）

▼
募
集
人
数

各
集
合
場
所
40
名（
合
計
80
名
）応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
費
用　
１
人
に
つ
き
１
，０
０
０
円

▼
申
し
込
み　
左
記
申
込
先
に
往
復
郵

便
は
が
き
で
、
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。
参
加
さ
れ
る
方
全
員
の
住

所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
学

年（
児
童
の
み
）連
絡
先（
携
帯
電
話

可
）、
バ
ス
乗
車
希
望
場
所
を
必
ず

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　
７
月
16
日（
水
）

（
当
日
の
消
印
有
効
）

月の
お

7
ら

知 せ

月の
お

7
ら

知 せ

東日本大震災義援金の
お礼と報告

　「東日本大震災義援金」へ多く
の温かいお気持ちをお寄せいた
だきありがとうございます。
　皆さまからお寄せいただいた
義援金は、5月末で21,071,210
円となりました。
　引き続き、ご支援ご協力をお
願いします。
　被災地の一日も早い復旧、復
興を願っています。

◆ 募金活動期間 ◆
平成27年3月31日まで

◆ 募金箱設置 ◆

市役所（福祉課窓口）、
十四山支所、鍋田支所、
総合福祉センター、
総合社会教育センター、
白鳥コミュニティセンター、
南部コミュニティセンター

♥	

寄　
付	

♥

市
社
会
福
祉
協
議
会
に

▼
市
女
性
の
会 

様金３
０
，
０
０
０
円

▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
弥
富
一
団 

様

金
１
０
，
０
０
０
円

　

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。




